
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＯ.９４ Ｈ.２８年１０月１日 発行 

発行者   光受寺 

http://koujyuji.com/ 

 
健康寿命。最近よく耳にする言葉です。健康の問題がない状態で日常生活が送れるという年月と

いうことらしいですが、平均寿命と健康寿命の間には男性では９年、女性で１３年の差があるそうで

す。したがって健康寿命を延ばすということは、いわゆる死ぬ間際まで健康でいて、最期はコロッと

死ぬということなのでしょう。周りに迷惑をかけないで最期は、と強く思っている人にとっては、まさ

に理想の最期と言えるのかもしれません。 

さて日本は世界でも有数の長寿国となりました。生活環境が整い医学の向上や食べ物が豊かに

なり年々平均寿命も延びてきているようですが、「健康寿命」も延びていくのかは疑問の残るところ

です。たとえ延びたとしても、平均１０年ほどは大なり小なり人に迷惑をかけずには生きなければなら

ないのではないかと思われます。 

多くの老人は「周りに迷惑はかけたくない」この一心が強くはたらくあまり、健康寿命がまるで人

生の目的のようになっているようにも思えます。もしそのことが目的であるとするならば、平均寿命

を生き現在健康である人ならば、たった今この世を去っても何の悔いも残らないことになります。し

かし、なかなかそんな思いにはなれないのが人間です。きっと「死ぬ時にはコロッと」と、自分勝手で

都合の良いことを思い描いておられるのでしょう。 

仏法はそんな思いでしかしか生きられない人間を憐れみ、「いつまで生きても良い、いつ死んでも

良い」そんな思いにまで導いてくださるはずです。人はそもそも迷惑をかけてしか生きられないもの

なのですから「お互い様」の思いを育てていく環境を育むことこそ大切なことではないでしょうか。 

 

そして、そこにこそ助け合い、励まし合い、あたたかな心が通い合い、感謝の思いも生まれてくる

ものなのではないだろうかと思う。これが人間社会なのではないかと思われるのである。そして、そ

こにこそ「仏法がはらいてくださる」のだと、私は信じているのである。 

人は倒れ寝込んだとき、人間としての価値はなくなり、最後はゴミのように扱われ、死んでゆくた

めに生まれてきたのか。「寝込んだら、どこへも行けないし、楽しみが無くなる」そういわれる人のい

かに多いことか。まるで「人生の目標」がそこにあったかのように。長生きをした人の死を「大往生」

とは言うが、「往生は往生。大はいらない」のだ。往生とは仏法によって今の自分に目を覚ました人の

ことをいうのであって、年齢には一切関係がないのだ。これこそが平生業成なのである。 

 

 

お
彼
岸
を
前
に
有
志
の
方
々
に
よ
っ
て
お
磨
き
が
さ
れ
ま
し
た
。 

 

例
年
は
こ
の
時
期
に
は
、
特
別
に
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
門

さ
ん
方
、自
ら
の
思
い
に
よ
っ
て
、九
月
十
六
日
の
金
曜
日
に
お
磨
き
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

住
職
も
、若
院
も
、ご
一
緒
に
お
磨
き
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、 

心
触
れ
合
う
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
永
代
経
に
は
皆
さ
ん
の
「
御
心
」
が
荘
厳
さ
れ
る
こ
と
に 

な
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ま
た
、報
恩
講
前
に
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

真
宗
の
教
え
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と 

浄
土
真
宗
の
教
え
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
の
真
実
の

姿
、
本
当
の
拠
り
所
が
人
間
自
身
の
中
に
は
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
ら

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
あ
る
と
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
元
ご
門
主
で
あ
っ
た
大

谷
光
真
師
は
、「
願
い
に
応
え
る
人
生
」
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
人
間
の
知
恵
と
努
力
を
拠
り
所
と
し
て
、
幸
せ
に
な
る
た
め
に
生
き

て
き
ま
し
た
が
、
現
実
社
会
を
見
れ
ば
結
果
は
明
ら
か
な
こ
と
で
す
。
科
学
技
術

発
展
は
経
済
的
な
豊
か
さ
と
引
き
換
え
に
、人
間
の
命
さ
え
も
奪
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
が
私
た
ち
の
求
め
て
き
た
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
な
の
で
す
。 

今
こ
そ
私
た
ち
は
、
本
当
に
何
を
心
の
拠
り
所
と
し
て
生
き
て
い
け
ば
よ
い
の

か
を
、仏
法
に
た
ず
ね
て
い
く
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

知
性
や
己
の
意
志
だ
け
で
は
、
ほ
ん
と
う
に
幸
せ
な
人
生
は
や
っ
て
こ
な
い
と

い
う
こ
と
を
、は
っ
き
り
知
ら
さ
れ
て
く
る
こ
と
の
大
事
さ
を
思
う
の
で
す
。 

今
の
私
の
拠
り
所
は
何
な
の
か
、
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
の
歩
み
を
、
共
に
、
ま

さ
に
今
、始
め
る
時
だ
と
思
う
の
で
す
。 

萩の花 



 
光受寺 秋季永代経 勤まる。 ９月２２日（秋分の日） 

落語家  さんを招いてー住職ブログより抜粋ー 

９月２２日（秋分の日）。台風１６号の接近が心配されていましたが、意外に早く通り過ぎていったよ

うで、この日は雨模様ではあったものの穏やかな一日となりました。午前は住職の法話、午後は落

語家の笑福亭智丸さんの落語を楽しんでいただきました。 

 

彼とのご縁はこの春の「光受寺しだれ梅観梅」開催時のことでした。 

平成２５年に笑福亭仁智師に入門し、今年４月に年季が明けたばかりの上

方落語界の屈指の有望株だと言われているそうです。 

 

２０１６年１０月２６日（水）には大阪「伝楽亭」において『伝新有楽』と題さ

れた特別講演を行うとのことです。 

            （１８時半開場。１９時開演。木戸銭・当日のみ１,５００円） 

小話から落語、そして南京玉すだれまで、多彩で見事な芸を披露してくれまし 

た。終始笑いの絶えない想像をはるかに超えた彼の話芸には感服いたしまし 

た。若くてもきっちりと落語家としての資質が備わっているなと、素人ながら 

に生意気にも感じられたことです。 「さあ～、さあ～さあ～・・・さては南京玉 

すだれ」軽やかな声が堂内に響いていました。 

 

この日は墨俣には春風亭昇太さんが一夜城築城４５０年での講演があったことから、またお天気

も雨模様であったことから参詣者が少なくなってしまうのではと心配されましたが、予想以上に多

くの方に来ていただくことができました。 

 

何よりも大満足を与えてくれた智丸さんに感謝です。彼はこ

れからきっと大きく成長するのでしょうが、鈍行列車で大阪か

らやってきてくれた謙虚さを忘れないように、芸を磨いていっ

てほしいと思いました。機会があれば、またいつか来ていただ

けたらと思っています。 

 

また鈍行列車で来てくれるのかな～。 

きっと新幹線になっているだろうな～。 

 

ほぼ満堂であった本堂 

南
京
玉
す
だ
れ
芸 

新作落語ネタおろしに挑戦の実験落語会のポスター 

終始にこやかに、一所懸

命。好感度抜群でした。 

の一言が、とてもうれしかったです。 

      

皆様に支えられて、すでに三十年がたってしまいました。 

「一人の念仏者を生み出す」ことを念願に、御同朋御同行の心を

大切にしながら、様々に取り組んできた年月でした。「念仏に生き

る」わが身に成れることを願って、これからも皆さんとともに歩ん

でいきたいと思っています。           合掌 

法名軸がかけられて 

１１月１２日（土） おあさじ ７時半 

学習会  １９時 

お勤め・法話等 

新聞原稿 募集中！  

          

 

 良かったわ！ 


